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2月18日「ひだかの日」からの１枚（河童踊り）です。
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Village Topics
　

第
55
回
高
知
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
が
１
月
28
日
㈰
に
行

わ
れ
、
25
市
町
村
42
チ
ー
ム
の
代

表
選
手
た
ち
が
、
室
戸
岬
か
ら
安

芸
市
役
所
前
の
間
45
・
５
キ
ロ
を

８
名
の
襷た
す
きで
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
高
村
チ
ー
ム
と
し

て
、
第
１
回
大
会
か
ら
通
算
で
50

回
目
の
出
場
と
な
り
、
閉
会
式
で

は
、
特
別
表
彰
を
い
た
だ
き
、
伝

統
の
日
高
村
チ
ー
ム
の
襷た
す
き
の
重

み
を
再
認
識
し
た
も
の
で
し
た
。

　

主
要
メ
ン
バ
ー
の
怪
我
や
欠

場
で
、
42
チ
ー
ム
中
38
位
と
残
念

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
区

を
走
っ
た
竹
田
聡
志
選
手
が
怪

我
の
中
、
区
間
５
位
と
い
う
好
記

録
で
来
年
に
つ
な
が
る
走
り
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

川
瀬
監
督
は
、「
こ
の
伝
統
の

日
高
村
チ
ー
ム
を
来
年
以
降
に

向
け
再
度
盛
り
上
げ
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

50回出場の特別表彰を受けた
日高村チームのメンバーたち

４区で襷
たすき

を受ける竹田選手

高
村
チ
ー
ム
50
回
出
場
の
特
別
表
彰

日

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

　

２
月
４
日
㈰
、
日
下
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

新
春
恒
例
の
初
午
行
事
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員

が
集
結
し
、
優
良
団
員
表
彰
、
退
団
者
へ
の
感
謝

状
、
新
任
団
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
午
と
は
立
春
後
の
最
初
の
午
の
日
の
こ
と

で
、
古
く
か
ら
こ
の
日
に
起
こ
し
た
火
は
良
い
火

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
消
防
に
と
っ
て
は
大

事
な
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
式
の
終
了
後
、
各
分
団
の
消
防
車
で
国

道
を
火
災
予
防
啓
発
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
防
災
を

願
っ
て
式
の
最
後
を
締
め
く
く
る
一
斉
放
水
が
江

尻
河
川
敷
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
員
表
彰

中
央
分
団　

三
宮
功
二
朗

退
団
者
（
感
謝
状
）

本
郷
分
団　

松
岡　

良
隆

西
部
分
団　

矢
野　

武
男

中
央
分
団　

横
山　

孝
和

　

〃　
　

矢
野　

昌
道

新
任
団
員

本
郷
分
団　

中
山　

三
二

　

〃　
　

大
野　

誠
司

西
部
分
団　

富
田　

輝
明

中
央
分
団　

今
井　

昭
人

　

〃　
　

山
﨑　
　

明

防
団
初
午
行
事
開
催

消
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ひ
だ
か
む
ら 

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ひ
だ
か
む
ら 

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

〜
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　

き
っ
か
け
づ
く
り
〜

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
乳
児
健
診
に

合
わ
せ
て
、
１
月
25
日
・
生
後
５
ヶ
月
以
上
の
子

ど
も
さ
ん
対
象
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
…

　

抱
っ
こ
の
あ
た
た
か
さ
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に

語
り
か
け
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
た
く
さ
ん
の
「
愛　

情
」
を
送
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
成
長
に
関
わ
る
人
が
お
互
い

に
こ
こ
ろ
を
通
い
合
わ
せ
、
幸
せ
が
感
じ
ら
れ
る

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
…
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
、
日
高
村
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

乳
児
健
診
（
生
後
５
ヶ
月
の
乳
児
と
保
護
者
対
象
）

の
中
で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
（
絵
本
の
手
渡
し
・

読
み
聞
か
せ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
…

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
教
育
委
員
会
・
日
高

村
立
図
書
館
・
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
朗
読
ひ
だ

か
）
で
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
願
う
気
持
ち
を
共
有

し
な
が
ら
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

日高村地域子育て支援センター
　24 － 7851

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に

就
学
前
で
保
育
園
・
所
に
入
園
し
て
い

な
い
子
ど
も
と
お
か
あ
さ
ん
が
集
ま
れ

る
よ
う
、
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
９
時
30

分
〜
16
時
30
分
）
ま
で
開
放
し
て
い
ま

す
。

　

日
高
村
内
の
就
学
前
の
ご
家
庭
に
は
、

毎
月
《
め
だ
か
っ
こ
》
通
信
を
配
布
し

て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
な
ど

の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

日高村地域
子育て支援センター

　

毎
月
１
回
・
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
で
行

わ
れ
て
い
る
行
事
の
ひ
と
つ
、「
い
け
ば

な
」
が
、
３
月
８
日
（ 木） 

10
時
か
ら
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
寄
せ
植
え
を
し
ま
す
。
一

緒
に
楽
し
み
し
ょ
う
！

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
先

　
　

２
４　

５
６
６
５

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
専
用
）

子育て支援センターで

ちょっと一息
してみませんか？
ちょっと一息
してみませんか？
ちょっと一息
してみませんか？

行
事
に
も
参
加

　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

赤ちゃんも真剣！
興味津々！

赤ちゃんも真剣！
興味津々！

親子あそびを
したよ！
親子あそびを
したよ！

　村内保育園・所の年中・年長児親子、保育士さん対象に、今年度3回・親子あ
そびを実施しました。
　親子の「あそび」、そのあそびのなかにこそ一番大切な《ことば》が育まれて
いると思います。中市先生（ペアレントトレーニング、演劇・朗読劇・ワークシ
ョップ等講師）から「親子あそび」をとおして、コミュニケーションをうまくと
る方法や大切な《ことば》の伝えかたなど、身体や絵本・様々な材料をつかいな
がら親子あそびを教えてもらいました。

お父さん・お母さん・保育士さんからの声
一部紹介します

　日高村地域子育て支援センターは、
「声」を大切にしていきながら、今後も
いろいろな取り組みをしていきたいと思
います。

第1回　8月12日
・子どもがすごく楽しそうで一緒にあそべ
てよかったです
・はずかしがったりなど、子どものいろん
な表情が見れました
・楽しい雰囲気の中で、親子の触れ合いを
見せて頂きとっても充実した時間でした
・園のほうでもぜひ先生においでていただ
きたいです

第2回　1月27日
・思っていることを言ったり、急にしんみ
りしたりと普段あまりみることのない姿
がみれました
・娘が意外とはっきり言えることを発見し
ました
・子どもたちへの声がけ・説明のしかたな
ど勉強になりました
・子どもの目線でいろいろなゲームを考え
ているんだなぁと感心しました

第3回　2月10日
・先生の話に子どもたちが引き込ま
れ、いろんな面が発揮できていた
ようです
・大人では考えつかない子どもなり
の発想に感心しました
・人前で話すことが苦手なはずの子
どもが、自分から言ったりしてび
っくりしました
・子ども自身に「考える」ことをあ
そびの中にとりいれて楽しそうな
笑顔もたくさん見られました

今後希望する講演
・今回の講演を続けてほしい
・今回のような表現を豊かにする活
動やあそびについて
・子育てや親子のコミュニケーショ
ンについて

どのきにいこうかな？
くっついちゃお　　

今日一緒に
あそんだこと絵にしよう！
（中市先生）
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「
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

〜
会
員
・
寄
附
金
募
集
の
お
知
ら
せ
〜

　

全
国
41
都
道
府
県
に
43
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す

「
民
間
被
害
者
支
援
団
体
」
で
す
が
、
高
知
県
に
も
平
成

19
年
４
月
に
「
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

誕
生
し
ま
す
。

　

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
の
方
々
に
「
電
話
相

談
」・「
面
接
相
談
」・「
病
院
や
裁
判
所
へ
の
付
き
添
い
な

ど
の
直
接
支
援
」
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
、
犯
罪
の
被
害

者
や
そ
の
家
族
、
遺
族
の
方
に
様
々
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。

　
「
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

格
を
目
指
す
「
非
営
利
団
体
」
で
あ
り
、
県
民
の
皆
様
方

か
ら
の
幅
広
い
会
費
・
寄
附
金
等
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

　

現
在
、「
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立
準
備

会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
会
員
・
寄
附
金
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
振
り
込
み
用
紙
は
お
近

く
の
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

会
員

　

個
人　
　
　
　

１
口　
　

２
、０
０
０
円（
年
会
費
）

　

法
人
・
団
体　

１
口　

１
０
、０
０
０
円（
年
会
費
）

寄
付

　

個
人　
　
　
　

１
口　
　

１
、０
０
０
円

　

法
人
・
団
体　

１
口　

１
０
、０
０
０
円

振
り
込
み
口
座　

四
国
銀
行　

１
６
９
１
８
１
０

　
　
　
　
　
　
　

高
知
銀
行　

１
２
１
８
６
９
５

名
義
人　

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会

　
　
　
　

会
長　

田
村　

裕

設立発起人（50音順）平成18年10月26日
青木　章泰 ㈱四国銀行頭取
池田　久男 高知県精神保健福祉協会会長（発起人代表）
入交太二郎 高知県商工会議所連合会会頭
岡内　紀雄 ㈳高知県経営者協会会長
岡﨑　誠也 高知県市長会会長
掛水　俊彦 国際ロータリー四国地区パストガバナー
鈴木　基久 高知県警察本部長
高野　祥子 高知県臨床心理士会会長
千頭　邦夫 土佐経済同友会代表幹事
西山　俊彦 ㈳高知県交通安全協会会長
西山　正晃 ㈳高知県青年会議所理事長
西山　昌男 高知県公安委員会委員長
橋本大二郎 高知県知事
藤戸　謙吾 ㈱高知新聞社代表取締役社長
溝渕　悦子 ㈶高知県人権啓発センター理事
南　九壽彦 四国税理士会高知県支部連合会会長
宮地　健三 ライオンズクラブ国際協会336-A 元ガバナー
明神　建夫 高知県町村会会長
村山　博良 ㈳高知県医師会会長
山崎　勝彦 高知県司法書士会会長
山﨑實樹助 高知県農業協同組合中央会会長
吉村　雅男 高知県商工会連合会会長

こうち被害者支援センター活動紹介

○電話相談・面接相談
○付き添いなどの直接支援
○自助グループへの援助
○広報・啓発活動
○支援員の育成と養成講座
○関係機関との連携による支援

お問い合わせ先

　「こうち被害者支援センター」
設立準備会事務局　

（高知県警察本部被害者対策室内）
☎ 0 8 8－ 8 2 6－ 0 1 1 0

　　　　　　（内線2 6 6 1、2 6 6 2）
FAX  0 8 8－ 8 2 5－ 3 9 6 0
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　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師約
600名で構成された団体です。下記の内容で朝
９時から翌朝９時まで、24時間同じテーマの
テープを流しています。健康テレホンサービ
スの電話番号は 
　０８８－８３２－５２６６ です。

３ 月
▼月曜日　歯ぐきが腫れたとき
▼火曜日　無症候性脳梗塞
▼水曜日　赤ちゃんの便の異常
▼木曜日　膝に水がたまったら
▼金曜日　不眠症と睡眠薬について
▼土・日　乳房のしこり、自己診断法
※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。

健康テレホンサービス
のご案内

無
料
法
律
相
談
会
開
催

日
時　

平
成
19
年
４
月
26
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
受
付

場
所　

高
知
市
本
町
５
丁
目
６

－

11

　
　
　

高
知
グ
リ
ー
ン
会
館 

２
階　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

共
催
機
関

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
法
務
局
、

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所

お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
　

☎
０
８
８

－

８
２
２

－

０
３
４
０

　
　
　
　
　

内
線
６
０
７
又
は
６
０
８



平成19年度自衛官等募集案内
募集種目 資　　格 受付期間 試験期間 合格発表

幹
部
候
補
生

一般・技術
20歳以上26歳未満の者（22
歳未満の者は大卒（見込み
含む）） 19年４月初旬

～５月上旬

１次：５月下旬
２次：６月下旬
３次：７月下旬（飛行
　　　要員のみ）

１次：６月中旬
２次：７月中旬
最終：８月下旬

歯科・薬剤

専門の大卒（見込み含む）
20歳以上30歳未満の者（薬
剤は26歳未満の者）薬学修
士学位取得者は28歳未満

１次：５月下旬
２次：６月下旬

１次：６月中旬
最終：８月下旬

予
備
自

衛
官
補

一　　般 18歳以上34歳未満の者
　～４月上旬 ４月中旬 ５月下旬技　　能 18歳以上で保有する技能に

応じ53歳～55歳未満の者
２等陸・海・空士
（男子） 18歳以上27歳未満 年間を通じて実

施しています 受付時お知らせします 受験時お知らせします

＊お問い合わせは村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785－0041　須崎市西崎町325－2　自衛隊須崎募集事務所　☎（0 8 8 9）4 2－ 7 1 8 6

【大学卒業等程度】
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

国家公務員採用Ⅰ種試験 ４月２日㈪
～４月９日㈪ ４月29日㈰

国家公務員採用Ⅱ種試験 ４月13日㈮
～４月24日㈫ ６月17日㈰

国税専門官採用試験
４月２日㈪
～４月13日㈮ ６月10日㈰労働基準監督官採用試験

法 務 教 官 採 用 試 験

航空管制官採用試験 ７月24日㈫
～８月７日㈫ ９月30日㈰

※詳しい内容については
　〒760－0068　高松市松島町１－17－33
　　　　　　　 人事院四国事務局　第二課試験係
　　　　　　　 ☎（0 8 7）8 3 1－ 4 7 6 5まで　人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/

【高等学校卒業程度】
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

海 上 保 安 学 校
学 生 採 用 試 験（特別）

４月２日㈪
～４月９日㈪ ５月20日㈰

国家公務員採用Ⅲ種試験 ６月26日㈫
～７月３日㈫ ９月９日㈰

刑 務 官 採 用 試 験

７月24日㈫
～８月７日㈫

９月23日㈰
入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月30日㈰皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験
航空保安大学校学生採用試験
海上保安学校学生採用試験
海上保安大学校学生採用試験 ８月30日㈭

～９月11日㈫
11月３日㈯

気象大学校学生採用試験 11月４日㈰

平成19年度国家公務員採用試験日程

制度概要
　交通遺児（満13歳未満）が損害賠償金等の中から
拠出金を払い込んで加入しますと、この資金に国、
民間からの援助金を加えて、安全・確実な運用を
し、交通遺児が満19歳に達するまで、３ヶ月ごと
にまとめて育成給付金を給付します（年金方式）。

拠出金（加入時）
０～４歳 ５歳 ６歳 ７～８歳 ９歳

700万円 665万円 630万円 595万円 560万円

10歳 11歳 12歳～12歳
６ヶ月未満

12歳６ヶ月～
13歳未満

525万円 485万円 455万円 430万円

育成給付金（月額）
０～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15～18歳

32,000円 40,000円 45,000円 55,000円 70,000円

交通遺児育成基金について 給付金総額
加入時年齢 受取総額

　育成給付金は、拠出金を
取り崩しながら支給されま
すので、加入者が満19歳に
達したときの返還金はあり
ません。

０～２歳 1,070～990万円
３～５歳 950～870万円
６～８歳 840～740万円
９～10歳 690～640万円
11～12歳 580～500万円

その他給付
　加入者が満６歳、満12歳および満15歳に達し、小学校、中学
校、高等学校へ入学または就職するときに、それぞれ３万５千
円（加入者が満19歳に達し、育成給付金の支給が完了するとき
には、完了給付金２万円）を支給します。

お問い合わせ先
財団法人　交通遺児育成基金
〒102－0083　東京都千代田区麹町６－１－25
　　　　　　 上智麹町ビル６階
　フリーダイヤル 0120－16－3611
　☎ 03－5212－4511　　FAX 03－5212－4512
　E-mail：info@kotsuiji.or.jp
　ホームページURL：http://www.kotsuiji.or.jp

─広報ひだか 3月号─　（4）（5）　─広報ひだか 3月号─



─広報ひだか 3月号─　（6）（7）　─広報ひだか 3月号─
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　日高村の皆さん、ハッピーバレンタ
インデイ！アメリカと日本との習慣は
違いますよね。例えばバレンタインデ
イにはアメリカでは、男性が女性にチ
ョコとかプレゼントをあげます。チョ
コよりも一番人気のあるバレンタイン
プレゼントは12本の赤いバラです。
ロマンチックでしょう。その夜に特別
なデートをして（たとえば高級なレス
トランに行ってロウソクの光で食事す
る）楽しい時間を過ごします。また
White Dayはないから女性がプレゼ
ントを返す必要はありません。こども
は「トモチョコ」を交換するけど、「義
理チョコ」はありません。だから、女
性が上司にチョコをあげればおかしい
と思われるに違いないです。男性であ
ればアメリカのバレンタインデイは大
変だと思います。

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により廃棄物の野焼きは一部の
例外を除いて禁止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、またはこれらの両方

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

　

☎
２
４

－

７
８
５
１

「
消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心
の 

注
意
の
火
」

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

　

今
年
も
３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
季

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急
速
に
延

焼
拡
大
し
、
大
火
と
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
毎
年
こ

の
時
期
に
住
民
の
皆
様
に
「
火
の
用
心
」
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
並
び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
毎
年
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火
自
殺
を
除
く
）
の
う
ち
、
約
９

割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
高
齢
者
、
幼
児
等
の
死
者
発

生
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
生
活
す
る
部

屋
は
一
階
の
避
難
し
や
す
い
所
に
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
運
動
を
契
機
に
各
家
庭
各
職
場
の
火
を
使
用
す
る
設
備
（
石
油
ス

ト
ー
ブ
等
）
や
電
気
器
具
等
の
点
検
整
備
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

▲

３
つ
の
習
慣

○
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
を
請
求
す
る

方
の
利
便
性
の
向
上
や
請
求
漏
れ
防
止
の
た
め
、

年
金
の
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め
印
字
し
た
老

齢
年
金
の
「
裁
定
請
求
書
」
を
、
年
金
支
給
開
始

年
齢
の
約
３
ヶ
月
前
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

《
送
付
対
象
者
》

○
60
歳
の
３
ヶ
月
前
に
送
付
さ
れ
る
方

•
60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
方
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
が
確
認
で
き
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

期
間
が
12
ヶ
月
以
上
あ
る
方
）

※
60
歳
後
に
受
給
権
が
発
生
す
る
方
や
、
社
会

保
険
庁
が
管
理
し
て
い
る
年
金
加
入
記
録
の

み
で
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
確
認

で
き
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
年
金
に

関
す
る
お
知
ら
せ
」（
は
が
き
）
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

で
加
入
期
間
及
び
受
給
資
格
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
65
歳
の
３
ヶ
月
前
に
送
付
さ
れ
る
方

•
65
歳
に
初
め
て
老
齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生

す
る
方
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
確

認
で
き
た
方
の
う
ち
、
加
入
期
間
が
国
民
年

金
の
み
の
方
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期

間
が
12
ヶ
月
未
満
の
方
）

•
65
歳
前
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
金
の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方

《
裁
定
請
求
書
が
届
い
た
ら
…
》

　

請
求
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
年
金
の
加
入
記
録

老
齢
年
金
の「
裁
定
請
求
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納める
ようにしましょう。

◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられて
います。

　国民年金保険料の負担能力があるにもかかわらず納付しな
い人に対しては、財産の差し押さえを行うこともあります。

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ
！

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

　
　

０
５
７
０

－

０
５

－

１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５

○
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の
年
金
相
談

　
　

０
５
７
０

－

０
７

－

１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５

《
受
付
時
間
》

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

＊
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
全
国
の
年
金
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の
空
い
て

い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

＊
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
接
続

先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

＊
電
話
機
の
設
定
、
ひ
か
り
電
話
な
ど
の
Ｉ
Ｐ
電

話
、
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
電
話
機
に
よ
っ
て
は

ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、
他

の
電
話
機
で
お
か
け
直
し
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

変
更
前
（
18
年
度
ま
で
）

期　

別

納
期
限

第
１
期

４
月
末

第
２
期

５
月
末

第
３
期

６
月
末

第
４
期

７
月
末

第
５
期

８
月
末

第
６
期

９
月
末

第
７
期

10
月
末

第
８
期

11
月
末

第
９
期

12
月
末

第
10
期

１
月
末

⬅
変
更
後
（
19
年
度
か
ら
）

期　

別

納
期
限

第
１
期

７
月
末

第
２
期

８
月
末

第
３
期

９
月
末

第
４
期

10
月
末

第
５
期

11
月
末

第
６
期

12
月
末

第
７
期

１
月
末

第
８
期

２
月
末

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

役
場 

税
務
課 

国
保
係

　
　

☎
２
４

－

５
１
１
２ 

ま
で

国保係からのお知らせ

等
を
ご
確
認
の
う
え
、
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
請
求
書
の
提
出
及
び
戸
籍
・
住
民
票
等

の
準
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
給
権
発
生
日
（
お

誕
生
日
の
前
日
）
よ
り
後
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０

－

０
５

－

１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５
ま
た

は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　平成19年４月より国保税の納期限を下記のように変更いたします。
　なお、平成19年度のみ経過措置として、申し出のある方については、第９期（３月31日）まで納期
延長することができます。７月に納税通知書が届いてから、申し出てください。

国保係からのお知らせ

─広報ひだか 3月号─　（6）（7）　─広報ひだか 3月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。



　牛にゅうに切りかきがあ
ることを知らなかったので、
びっくりしました。わたしの家
のシャンプーは点字がついてい
ます。ビールに点字がついてい
てお茶には、ついていないこと
が分かったのでうれしかったです。
目をつぶって、ビールの点字を
さわったら、お茶かビールか分
かりやすかったです。また目が
ふじゆうな人にやさしいものを
見つけたいなあと思いました。

　（授業の後でアイマスク
体験をしました。）とって
も怖かったです。目の不自由な人
はがんばって怖いのをがまんして
いるなと思いました。目の不自由
な人はすごいなと思いました。階
段を下りるときと階段が終わると
きと、階段が終わってもう一つの
階段の始まりが怖かったです。下
りるときは、下で足をすべらせて
落ちないかなと思ったけど、上手
に案内してくれて安心できました。

日下小学校日下小学校

人　権
参観日

　
日
下
小
学
校
で
は
、
１
月
25
日
木
曜
日
の
午
後
、

人
権
参
観
日
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
人
権
参
観
日

は
全
校
で
テ
ー
マ
を
「
障
害
者
理
解
」
と
し
て
、
各

学
年
テ
ー
マ
に
添
っ
た
授
業
を
行
っ
た
後
、
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
を
逆
バ
ネ
と
し
て
力
強
く
前
に
進
み
続
け

る
上
田
真
弓
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　きょうは学校で手わをお
しえてくれてありがとう。
はじめてでむずかしかった
です。でもすこしできまし
た。こんどもまたならいた
いです。またおしえてくだ
さい。みんなもじょうずに
できました。たのしかった
です。

授業の感
想

（低学年
より）

講演会の様子　演題「生きている宝箱」

上田さんの話に、真剣に聞き入
りました。

上田さん作詞の「明日に向かっ
て」をみんなでうたいました。

代表から、お礼の挨拶と花束を
渡しました。

1年 2年 3年

4年 5年 6年

1年 2年 3年

4年 5年 6年

各学年の授業の様子

手話を学
ぼう

障害者に
やさしい

くらしを

考えよう
盲導犬と

竹村さん
の生活

点字を知
ろう 車いす体

験 きいちゃ
ん

手話を学
ぼう

障害者に
やさしい

くらしを

考えよう

点字を知
ろう 車いす体

験 きいちゃ
ん

盲導犬と
竹村さん

の生活

１年

４年

５年 ６年

２年 ３年

講演会の感想（高学年より）

　私は、上田さんの話を聞いてす
ごいと思いました。なぜかという
と上田さんはかなしいと思わず、親友や
家族のことを考えてガンバロウと思って
すごいと思う。障害者になってもくじけ
ずいろんな人と協力していこうとする真
弓さんがすごいと思う。すばらしい人だ
と思う。私は上田さんのようなどんなこ
とにもくじけない強い人になりたいです。
いろんなことが不便でもみんなの手を借
りて安心できるくらしができてよかった
と思う。おとうさんやおかあさん、親友
のために元気でいてほしい。私もこの話
を聞いてガンバロウと思う。ありがとう
ございました。

　私は、上田さんの話を聞いて考え
ました。まだ私は12才です。これか
ら何が起こるか分かりません。私もバレー
が好きだし、将来の夢はバレー選手です。
その夢も、たった一瞬の事故で大きな夢は
なくなります。だけど、上田さんは運転手
をうらんでいないのですごいと思います。
私が今、歩いたり、走ったりするのがどれ
だけ幸せなんだろうと思いました。治るこ
とを信じている上田さんが、かっこよかっ
たです。今度もし、障害をもっている人が
困っていたら、すぐに声をかけて助けよう
と思います。上田さんもトミーさんのため
にがんばって生きてください。ありがとう
ございました。お体をお大事に。

　この間は日下小学校に来てくれてありがとうございました。私は、友だちの分
もせいいっぱい生きてすごいと思いました。友だちも真弓さんのことを見守って
くれていますよ。真弓さんは何があってもあきらめずに明日に向かってがんばっているん
ですね。自分だけでできないこともあるけど、できることはせいいっぱいがんばっている
んですね。事故で手や足があまり動かなくなってもひっかけ棒を使ったりしていて、女子
大生さんたちにも手伝ってもらいながらもがんばっているんだと思いました。私は明日に
向かっての「明日に向かって」という所や「ぼくはぼくに負けたりしない」という所や「一
歩ずつ強く歩いていこう」という所が真弓さんとつながっているなと思いました。私が感
動したのは、友だちの分もがんばって生きようと真弓さんが思ったことです。こないだは
来てくれていろいろな話をしてくれてありがとうございました。

─広報ひだか 3月号─　（8）（9）　─広報ひだか 3月号─



日　時　平成19年３月14日（水）
　　　　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句
教室

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん
大歓迎。

今回の兼題は、

“ものの芽”です。

はいく

きょうしつ

池野いちび選

─広報ひだか 3月号─　（8）（9）　─広報ひだか 3月号─

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
書
初
や
筆
を
持
つ
手
と
字
も
震
へ

山
中　

静
江

　

新
年
に
な
っ
て
初
め
て
字
な
ど
を
書
く

こ
と
を
書
初
と
い
い
ま
す
。筆
を
持
っ
て
、

白
い
紙
に
書
こ
う
と
す
る
と
、
き
ん
ち
ょ

う
し
て
手
が
ふ
る
え
ま
す
。
そ
れ
と
、〝
字

も
震
へ
〞
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
お
も
し

ろ
み
が
あ
り
ま
す
。
書
い
た
の
は
、
俳
句

の
短
冊
で
し
ょ
う
か
。

○
新
年
を
祝
ふ
生
花
風
に
ゆ
れ

山
本
眞
知
子

　

松
、
竹
、
梅
、
南
天
な
ど
を
添
え
た

新
年
の
生
花
を
座
敷
の
床
の
間
に
置
き
ま

し
た
。
生
花
の
で
き
ば
え
も
上
上
で
新
年

を
よ
ろ
こ
ぶ
か
の
よ
う
に
少
し
ゆ
れ
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
お
正
月
で
す
。

○
初
場
所
の
国
際
相
撲
に
な
り
に
け
り

山
中　

芳
子

　

一
月
十
日
前
後
の
日
曜
日
よ
り
、
十
五

日
間
、
東
京
の
国
技
館
で
行
わ
れ
る
大

相
撲
が
初
場
所
で
す
。
日
本
の
国
技
で
す

が
、
一
人
横
綱
の
朝
青
龍
は
じ
め
、
外
国

人
の
力
士
が
ま
す
ま
す
多
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
一
年
間
六
回
の
大
相
撲
、
今
年

は
ど
う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
今
年
も
笑
顔
で
集
ふ
初
句
会

寺
田　

信
子

　

今
年
の
コ
ス
モ
ス
俳
句
会
の
初
句
会
は

一
月
十
七
日
で
し
た
。
こ
の
俳
句
会
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
三
十
回
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
な
が
ら
、
何
の
き
が
ね
も
な
く
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
俳
句
を
話
し
合
う
こ
と

は
楽
し
い
こ
と
で
す
。

○
初
稽
古
正
月
ボ
ケ
と
ご
ま
か
し
て

西
森　

睦
子

　

ス
ポ
ー
ツ
、
生
花
、
ピ
ア
ノ
、
バ
レ
ー

な
ど
新
年
初
め
て
行
な
う
稽
古
を
初
稽
古

と
い
い
ま
す
。
こ
の
稽
古
中
に
、
な
に
か

小
さ
な
ミ
ス
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
〝
正
月
ボ
ケ
〞
と
、
う
ま
く
か
わ

し
た
と
こ
ろ
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
ま
す
。

○
年
賀
状
年
を
重
ね
て
い
い
顔
に

河
村　

時
子

　

毎
年
送
っ
て
き
て
く
れ
る
人
の
年
賀
状

を
見
な
が
ら
、
そ
の
人
の
こ
と
を
、
い
ろ

い
ろ
と
思
い
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

写
真
入
り
の
年
賀
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

伊
野
部
哲
也

昔
日
を
語
る
囲
炉
裏
の
灰
白
し

寒
鯉
の
鱗
を
伸
ば
し
き
り
跳
ぬ
る柏

井　

皓
子

幾
曲
り
来
し
梅
園
の
峡
し
づ
か

農
機
具
の
売
出
し
案
内
春
隣

片
岡　

幸
枝

駄
屋
も
あ
る
廃
屋
な
り
し
梅
の
花

梅
林
の
土
の
感
触
覚
え
つ
つ

門
田
の
ぶ
子

バ
ス
停
に
木
椅
子
一
つ
の
寒
さ
か
な

梅
ひ
ら
く
古
木
に
残
る
力
あ
り

北
添　

正
子

過
疎
の
家
屋
根
よ
り
高
き
梅
の
花

今
年
又
七
十
九
才
豆
を
撒
く

川
瀬　

晴
恵

裏
庭
の
古
木
の
梅
に
日
の
あ
ふ
れ

又
今
日
も
喪
服
で
出
し
寒
さ
か
な高

橋
十
糸
子

針
は
こ
ぶ
障
子
に
早
し
鳥
の
影

白
梅
の
芯
に
ふ
ふ
み
し
淡
み
ど
り鎮

西　

美
緒

風
邪
の
子
を
気
づ
か
ふ
親
の
八
十
路
か
な

紅
梅
に
も
た
れ
て
彼
を
待
ち
に
け
り

森
下　

花
子

初
春
の
随
想
床
し
虚
子
俳
話

酢
飯
切
る
飯

の
音
や
今
朝
の
春島

田　
　

瞳

香
水
も
帯
も
き
つ
め
に
新
年
会

乗
れ
さ
う
な
形
の
雲
や
春
を
待
つ中

村　

梅
子

病
院
に
立
ち
寄
っ
て
ゐ
る
徒
遍
路

水
仙
を
活
け
ひ
き
し
ま
り
た
る
お
軸

池
野
い
ち
び

園
丁
に
梅
の
小
枝
を
も
ら
ひ
け
り

一ひ
と

本も
と

の
梅
の
ほ
と
り
の
し
づ
け
さ
よ

は
ん
ぼ

中
山　

美
根

○
匂
ひ
ま
だ
包
み
込
み
た
る
紅
の
梅

梅
に
は
紅
梅
、
白
梅
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

中
で
紅
梅
は
、
白
梅
の
気
品
に
は
及
ば
な

い
が
、
そ
れ
だ
け
に
親
し
み
が
あ
り
、
濃

艶
で
あ
る
。
少
し
赤
み
の
見
え
は
じ
め
た

そ
の
蕾
が
開
く
の
は
も
う
間
近
。

紅
梅
の
紅
の
通
へ
る
幹
な
ら
ん　

は
高
浜

虚
子
の
句
。

橋
詰
登
志
子

○
盆
梅
の
ま
さ
に
開
か
ん
日
差
な
る

枝
ぶ
り
を
見
事
に
剪
定
し
て
、
盆
栽
に
仕

立
て
た
梅
は
、
気
品
が
あ
り
、
豪
華
で
も

あ
る
。
床
の
間
の
飾
り
も
の
と
し
て
、
ま

た
、日
向
の
縁
に
置
か
れ
た
り
も
す
る
が
、

あ
た
た
か
い
日
差
を
受
け
て
、
今
に
も
開

か
ん
と
す
る
盆
梅
で
あ
る
。

南
部
記
代
子

角
曲
り
突
然
出
合
う
梅
の
花

遠
目
よ
り
其
処
だ
け
白
く
梅
の
段浜

田　

博
子

梅
探
る
朽
ち
て
久
し
き
丸
木
橋

買
物
の
最
后
は
本
屋
日
脚
伸
ぶ

濱
田　
　

幸

水
涸
れ
て
家
鴨
眞
赤
な
足
を
し
て

世
の
常
と
読
経
寂
し
や
隙
間
風

岩
村　

さ
と

枝
垂
梅
枝
の
先
ま
で
莟
つ
け

旅
立
ち
の
子
を
案
じ
つ
つ
春
を
待
つ



○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日

　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

Village
     Now
Village
     Now
日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　　　１月分（１月）

人身事故　　５件 （５件）

死　　者　　１名 （１名）

傷　　者　　５名 （５名）

　　　　　　１月末現在

　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,455　（＋８）
人　口 　 6,097人（＋２）
　　　 男 2,888人（－３）
　　　 女 3,209人（＋５）

日時　平成19年３月25日（日）
会場　日高村社会福祉センター
　　　日高村保健センター

９：30
　開会（社会福祉協議会前ひろば）

日高環頭太鼓の演奏、応援
団長あいさつ、村長、ご来
賓の方々からのメッセージ

10：00～12：00
　（社協前ひろばほか）
☆日高の中心で“エコ”を叫
ぶ（環境保護アイデア大声
コンテスト）

☆せっけんづくり教室
☆あそびのひろば
☆菜の花エコプロジェクトっ
てな～に？
野村正次さん（あいとう
エコプラザ菜の花館長＆
ＮＰＯ法人愛のまちエコ
倶楽部事務局長）に取り
組み事例をお聞きします。

13：30～15：00
　菜の花大講演会（社協大ホール）

講師　大田篤さん
（何のためにあなたは生
きているのですか著者）

みんなに気づいてほしい、
環境の大切さ。日高村か
ら意識を変えていこう！

15：00～
　菜の花発表会（社協大ホール）

加茂中学校やあいとうの野
村さん、応援団からの取り
組み報告

15：30～
　閉会（社協前ひろば）

閉会あいさつ、紙風船、菜
の花摘み放題

入場料
廃食油や空き缶

（リサイクルできるもの）
をもってきてね！

いろんな
ブースで遊
ぼうね！

日高の中心で“エコ”を叫ぶ
（環境保護アイデア大声コンテスト）参加者募集
「マイバッグをいつも持ち歩くぞ～」など、環境保護
アイデアを大声で叫んでみませんか。日ごろのストレ
ス解消にも一役。おまけに、アイデアはみんなで実行
することで環境にも役立ちますね。先着20人募集！
豪華（？）商品もあるよ。みんな、応募してね～。

日高村名産シュガートマトのスパゲティー
やピザ、菜の花を使ったお料理など楽しい
お店がいろいろ出るよ。
子どもたちが企画したお店もお楽しみにね！

菜の花エコプロジェクトの取り組
みパネルを展示します。ＢＤＦを
使った車や耕運機もあるよ！

フリーマーケットも開催しますよ～。

フリーマーケットも開催しますよ～。
←本当にいい
お話。ぜひ､聞
 きに来てね！

参加者募集申し込み、商品募集持ち込み、お問い合わせ先
　日高村役場企画課内　河渕まで　　 20－1522

ハピオ君

パネル展示パネル展示 楽しいお店いろいろ楽しいお店いろいろ

フリーマーケットの商品募集
　引き出物など、おうちの中でつかわないま
ま置かれているものはありませんか？もった

いない。ぜひ、活用できそうなものをお譲りく
ださい。フリーマーケットもひとつのエコですよね。集まった
品物はお安く必要としている方におまつりの中で販売し、その
売上金は、来年度の菜の花栽培の費用として活用させていただ
きたいと思います。ぜひ、ご協力をお願いします。

プログラムプログラム

フリーマーケット・パネル展示・楽しいお店は開会から終わりまで開催しています

図
書
館
で
の
特
別
展
示

〜
日
高
村
　
水
と
の
闘
い
の
歴
史
〜

図
書
館
で
の
特
別
展
示

〜
日
高
村
　
水
と
の
闘
い
の
歴
史
〜

　
日
高
村
の
歴
史
は
長
く
水
害
と
の

闘
い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
50
年
、
51
年
と
、
台
風
に
よ

る
被
害
が
相
次
い
だ
こ
と
を
覚
え
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

50
年
の
５
号
台
風
で
の
被
害
は
甚
大

で
、
死
者
25
名
、
全
半
壊
家
屋
97
戸
、

床
上
浸
水
460
戸
、
崩
壊
740
ヶ
所
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
50
年
台
風
の
記
録

や
水
害
が
お
こ
る
原
因
、
治
水
へ
の

取
り
組
み
な
ど
の
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
参
考
図
書
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

広
報
ひ
だ
か

　
M
arch　

2007　 ３
月
号

N
o.459 　

発
行
/日
高
村
役
場
　
〒
781-2194 高

知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
61-1☎

0889-24-5111 FAX0889-24-7966　
編
集
/日
高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂 日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp

E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!「広報ひだか」は、
古紙配合率100％、再生紙を使用しています


